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実践 (pratique) 

         Pierre Bourdieu 

 

ディスタンクシオン (La distinction, critique 

                              sociale du judgement) 

実践的感覚     (Le sense pratique) 

ホモ・アカデミクス  (Homo academicus) 



ホモ・アカデミクス 

• 大学界を研究対象とするためには、研究者自
身がこの＜界＞に所属していることを念頭に
置かなければならない。大学界の実践の分
析結果の解釈に、日常的な認識と解釈が介
入し、調査研究の客観性が損なわれる。この
難点を克服するためには、科学的・客観的＜
構築化＞が行われ、客観化の客観化が必要

となる。 



 

• 1) 普遍性の原理  個別性の原理 

 

• 2) 論理性の原理  シンボリズムの原理 

 

• 3) 客観性の原理  能動性の原理 



２重の被支配性 

 

• 実践者自身による実践の評価 

 

• 制度的枠組みに対する従属性 



 

• 個々の実践を実践全体の総体から切り離す
ことは出来ない。 

 

 

• 実践の空間は内に閉ざされた世界ではない 

 



実践と弁証法 

   

 

  全体の構造の構築に必要な包括的・概観 

  的視覚と、至近距離からの特殊研究的視 

  覚とを両立 



実証科学と実践科学との橋渡し 

工学、経済学、情報学、・・・ 

メタモデル （フレーム） （あいまい性を残した型） 
                     例： 「慮り」、「見立て」、 
                         「擦り合わせ」の価値共創 

レパートリ 
の改善・再構築 

制御可能な普遍構造（抽象化） 

普遍性・論理性・客観性・ 個別性・シンボル性 
（実証科学では捨像） 
・能動性 
 

コーパスの蓄積 

レパートリの 
活用 

個別事象 
フレーム 
明示型の価値共創のみ 

④ 省察 
他者からの批判 
省察を通じた自己批判 
 ⇒ サービスの質向上 

実践科学 実証科学 

②橋渡し理論 

① フレーム分析 
（エスノメソドロジー） 

③ フィールド実験 
   個別事例に該当する 
   かの検証 



• 客観化過程の道具立て(レパートリー) 

   厳密性 

 

「客観化の客観化」を実施するための道具立て
(実践的研究モデル)  

   適切性 

 



• 1) 結果的妥当性基準   

     どの程度問題の解決につながったのか 

• 2) プロセス的妥当性基準  

•     レパートリーと適用方法が妥当か？ 

• 3) 民主的妥当性  

     関係者の協働を実現できたのか？， 

• 4) 触媒的妥当性基準  

     関係者をどの程度動機づけたのか？， 

• 5) 対話的妥当性基準  

     どの程度省察的な対話がなされたのか 


